
編
集
室

○○○○○○○○

　

箱
根
駅
伝
の
中
継
カ
メ
ラ
は
時
折
、
大

会
運
営
本
部
の
様
子
を
映
し
ま
し
た
。
２

日
間
の
競
技
が
関
東
学
生
陸
連
の
学
生

主
体
で
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
は
じ
め

て
知
っ
た
の
で
す
が
、
壁
に
張
ら
れ
た
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
目
が
い
き
ま
し
た
。

　

《
前
へ
、
前
へ
、
た
だ
た
だ
前
へ

…
…
》

　

ハ
コ
ネ
に
は
、「
前
へ
」
と
い
う
言
葉

が
よ
く
似
合
い
ま
す
。
沿
道
に
は
声
援
が

満
ち
、応
え
て
ひ
た
走
る
選
手
た
ち
が
い
て
、

「
時
よ
止
ま
れ
、
お
前
は
美
し
い
」
と
い

う
ド
ラ
マ
も
ま
た
生
ま
れ
る
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
《
…
…
信
じ
て
前
へ
迷

わ
ず
に
》
と
続
き
ま
す
。
そ
の
ま
ま
卒
業

生
へ
の
贈
る
言
葉
に
し
た
い
と
こ
ろ
で
す

が
、「
前
向
き
」
の
強
調
は
迷
惑
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。「
が
ん
ば
れ
」と
言
え
ば
、「
が

ん
ば
ら
な
い
勇
気
」
と
い
う
声
も
返
っ
て

く
る
時
代
で
す
。
難
し
い
で
す
ね
。
爛
熟

し
た
末
の
、
社
会
の
先
が
見
え
な
い
。
で

も
、
任
意
に
登
場
し
て
も
ら
っ
た
「
群
像

24
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
選
択
し
た
、

確
か
な
肉
声
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

話
題
本
『
ま
れ
に
見
る
バ
カ
』
の
著
者
、

勢
古
浩
爾
さ
ん
は
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

　

《
ま
っ
と
う
な
人
生
は
な
い
。
人
生
を

ま
っ
と
う
す
る
だ
け
だ
》

　

こ
う
大
き
く
構
え
て
、
で
も
懸

命
に
。
し
な
や
か
さ
の
強
度
を
、
と

な
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
フ
レ
ー

ズ
、
私
は
ち
ょ
っ
と
気
に
い
っ
て
い
ま

す
。　
　
　

（
広
報
課　

田
中
紘
太
郎
）
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今時の学生は忙しい

　最近の学生は、勉強しないとか、学力が落ち
たとか新聞に掲載され、世間でよく言われてい
る。確かに私たちが学生の頃といえば、喫茶店
へ行っておしゃべりしたり、麻雀屋へ行ったり、
あるいは酒を飲むことぐらいしかすることがな
かった。アルバイト先も余りなく、働くなら朝
から夕方までならきちんと働かなくてはならな
かった。多くの学生は、時間をもてあまし、お
小遣いも少なく、勉強するしかなかったかもし
れない。
　しかし、それに比較すると、最近の学生は、
喫茶店も麻雀屋へもほとんど行かない。それが
証拠に繁華街や大学街にたくさんあった喫茶店
も麻雀屋も余り見かけなくなってしまった。僅
かに残っている店へ行っているのは、おじさん
ばかり。今時の学生は、まさに豊かさの真只中
に生まれ、育った若者で、ちょっとアルバイト
すれば何がしかのお金を手にすることができる。
その上、サークル活動も忙しく、これにも何が

しかのお金が必要である。オールランド・サー
クルに入って、夏にはテニスの合宿、冬にはス
キーの合宿へ出かけ、その合間には飲み会を頻
繁に開く。ゼミの付き合いもこなし、洋服につ
いても、個性化が進みいろいろな洋服を持って
いる。その上、デートにも行かなくてはならな
い。したがって、今時の学生は忙しいのである。
それゆえ、たくさんのお金がいる。まさに私た
ちの頃と比べると絶対的にはお金もちだが、相
対的には貧乏なのかもしれない。
　そのためかアルバイトに精を出す学生も見ら
れ、それを新聞などで余り勉強しないといわれ
ているのかもしれない。しかし、アルバイトも
行い、忙しいなかでも授業にもしっかり出席し
ている学生も多くいる。私たちの学生の頃だと
「先生が言うのだから間違いない」と考え、納
得しがちだったが、先生がなんと言おうと自分
が納得しなければ、「良くわからない」という。
あれもこれも上手にやって、昔と違って今時の
若者は実にしっかりしているように思われる。

　広報委員　奥本勝彦（商学部教授）

夏季号のコラムの中で筆者の肩書きなどにあや
まりがありましたので、お詫びいたします。
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